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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・10/9（金）14:30～16:30青南病院本部が点検の為、停電。時間内はWIZ・PHSの利用が不可となっている。

・10/14（水）デイケアに精神保健福祉士の実習生が見学予定となっている。

・10/16（金）作業療法士の学生実習あり、慶長SGM対応。

＜利用者様情報＞

・番沢　政勝様～グループホーム世話人より、情報提供がある。今朝、菜箸を普通の箸にしようとカッターで削った際に左第1指を切り、止血していないとの事。本人へ外科受診を勧めたが、金銭的な余裕がなく本日の問診時に診て貰うと話されている。来所時、創部確認。左第1指の第2関節部分の皮膚が一部削がれ、滲み出るような出血あるが痛みはないとの事。止血後、本人持参した物で消毒・保護・固定施行。心臓より高い位置に指を保つ事と血が滲みでた際はスタッフへ話すよう伝えている。引き続き創部の様子確認していき創部の悪化ないよう関わっていく。
・赤石　陽介様～体験利用1日目。手の震え･舌の震えあり頓服薬服用されている。青山荘のプログラム希望されている。青明舎は「自分の事が嫌いな人がいるらしくて、行かれない。」と話されている。人疲れするとも話されている。以前入院中に特定の男性利用者様より暴力を仄めかす発言があり、「今日来てるの？気になる」と話されている。また以前入院中に特定の女性利用者様に「睨まれてた、苛められていると思った」とも話されている。その時に暴力衝動感じたことはあったが今はないとの事。引き続き他利用者との関わりの様子確認し、トラブル等ないよう見守っていく。
・坂本　健治様～以前､グループホーム内にて幻聴があり､苛々して怒って叫んでしまったことあったがデイケア内では幻聴等の訴えは聞かれていない。引き続きデイケア利用時の幻聴等の状況確認していく。

・鈴木真知子様～青風荘より情報提供あり。20:00に嗜好品等を居室に持っていき摂取されていた為注意している。多動さ、空笑が見られているとの事。21:15訪室した際、物干しに大量の衣服を置いてあった為指導している。また、パットをそのままゴミ箱に捨てることや、タンクトップをスカートにし洗面所に来る様子が見られているとの情報提供あり。デイナイトケアでは不調等の訴えなく上記の様子もなくプログラムに参加されている。引き続き様子観察を行っていく。
・古舘　正行様～青風荘より情報提供あり。昨日20:00手指振戦・眼光の鋭さ、疎通性の悪さ見られているとの事。デイナイトケアでは、手指振戦・眼光の鋭さは見られていないが、冴えない表情見られ、プログラム中、椅子から下りて床にしゃがんでいること見られている。今後も様子観察していく。
・八木橋牧雄様～来所時の体温測定にて37.2度となっており、状況を確認。血圧は151/96mmHg。身体不調はなく、「特にいつもと変わらないよ」と話されている。酒臭はないものの、手指振戦が著明に見られており、他利用者と麻雀を行っている際には牌を落としてしまうなど影響が見られている。19:00体温再検で37.1度。体調不良を訴えることなく、穏やかに過ごされている。今後も来所の際には体調や手指振戦の有無を確認し不調等ないか確認していく。

＜外来情報＞

・番沢　政勝様～今朝、左第1指をカッターで切ったとの事。エルタシン軟膏処方となっている。
・青木　紀子様～生理前とのことで、ポンタール処方となっている。

・倉橋　生子様～定期の頭部CT実施しており、頭頂葉の萎縮がみられる。また、他者に対し攻撃的な発言や過干渉があるため、デパケンR（200）1T→デパケンR（100）1Tに減薬、抑肝散2包（寝る前）が追加処方となっている。

・板橋　利美様～採血、尿検査、頭部CT実施。頭部CTは問題ない。尿検査では、ビリルビン2＋であり、最近水を取り過ぎ、夜間頻尿であるとのこと。また、手の冷えや膝痛を訴えている。エトドラク（200）2T→エトドラク（200）1Tに減薬、ユベラ（50）3T　3×食後が追加処方となっている。

医療安全管理委員会　＜勉強会資料＞

· インシデント
事故には至らなかったが、適切な処理が行われないと事故になる可能性がある事象のこと。一般的に「ヒヤリハット」の同義語として用いられている。
ヒヤリハットとは、日常の指導や行為のなかで「ヒヤリ」としたり、「ハッ」とした経験のことを指し、その行為や状態が見過ごされたり、気付かずに実行されたりしたときに、何らかの事故につながる恐れがあるもののことを言う。

●インシデント報告の意義

・失敗から学び、未来への貴重な財産とすること
⇒個人の責任・努力からシステム　　

・医療安全の始まり、第一歩、基本であるということ　　全体での再発予防へ

　　

我々は個人ではなく、医師や看護、介護、事務など、様々な職種が一つのチームとなり医療や介護を提供している。その中で「ミス」というのは誰でも起こしてしまう可能性がある。従ってインシデントも誰でも起こしうる可能性がある。そのインシデントをチームで共有、分析し、適切な対策を立て実践する事で、アクシデントを防ぐ事が出来る。インシデントの報告件数が多ければ多いほど、未然に防ぐ事の出来るアクシデントも多くなると考えられる。

　　その為インシデントを報告するという事は、患者様、利用者様に安全・安心な医療や介護を提供するために必要な事である。

[image: image1.emf]・オムツ交換時、体位変換時に、ルートが引っ張られ外れそうになった。

・点滴ルートの接続部が緩み、液漏れしていた。

・患者様が体動活発にて ルートが引っ張られ、点滴ボトルからルートが抜けそうになった。

・持続点滴のチェックをせずにいたら予定より早く滴下していた。

・認知症患者様が、点滴の刺入部を触り抜針しそうになった。

・指示の薬品を点滴内に混入しておいたが、別の看護師が再度混入しそうになった。

・同性の患者様がおり、取り違えて飲ませそうになった。

・ダブルチェックの際、服薬カートの中に薬が残っていた。

・臨時薬セット後のダブルチェックの際に、セット間違いに気付いた。

・薬局で調剤された薬を、カートにセットする際に、錠数が処方箋と違う事に気付いた。

・薬セットの際、他科薬がセットされていない事に気付いた。

・外泊の内服準備の際、1包少なく準備してあり、ダブルチェックで間違いを発見した。

・主治医より臨時薬が処方されたが、持参薬と内容が重複している事に気付き、主治医へ

  確認し二重服薬とならなかった。※持参薬は、臨時処方版への記入がされていなかった。

・昼食後投薬時、昼食後薬のない患者の服薬カートから、翌日分の朝食後薬を開け

  服用させようとしたが、与薬前に気付いた。

・ ○○様の定期薬が中止となり、臨時処方に変更となっていたが定期処方が薬局から

　あがってきていた。

・ 就床前薬与薬時、臨時薬の日付けが違う事に気付く。服薬カートをチェックすると

　1日分づつずれた状態でセットされていた。

・ 服薬セット時、ｱｽﾊﾟﾗK散の薬包に「カマ」と書かれているのを発見。

・与薬時、同姓で名前が異なる患者様の薬包を取り出し、声に出して確認した際に

　間違いに気付く。

・床掃除の後、乾いておらず足を滑らせた。

・床が水がこぼれており、滑りそうになった。

・いつも介助でトイレに誘導している患者が、早朝一人で歩いていた。

・患者様を車椅子から床に下ろす時一人で介助した為、重くて倒れそうになった。

・ 詰所前においている体重計に患者様がつまずいた。

・ 作業療法が終了し、帰棟の際、患者様が足を滑らせふらついていた。履物は

　サンダルであった。

・リハビリテーションプログラム実施中、履物が健康サンダル、スリッパであり、

　転倒しそうになった。

・ 夜間のトイレ覚醒時、歩行時、ふらつき著明であった。

・ 作業室内の階段でつまづき、両手をついた。スリッパを履いていた。

・認知症患者様がベッド柵から足を出し、降りようとしていた。

・ ベット柵の上げ忘れを発見した。

・水分、味噌汁、固い林檎やメロン、ブロッコリーでむせた。

・食事介助している際に、急に咳き込んだ。

・食事介助中、時間や他の患者様を気にするあまり、嚥下を確認せず口に入れたら

　むせ込んだ。

・痰が多く、食事中の咳き込み、むせが目立つ。

・経管栄養注入中に、患者様が動いて胃管チューブが引っ張られ、途中まで抜けていた。

・胃管チューブの固定が流涎ではがれ、胃管チューブが途中まで抜けていた。

・胃管チューブが胃の中に入っていることを確認し、注入しようとしたが、口の中で

　胃管チューブが丸まっていた。

・側臥位で、口の中に痰を一杯溜めていた。

・側臥位中、泡沫粘調痰が溢れ、口や鼻が塞がれそうになっていた。

・ 西病棟から東病棟へ行く階段のテンキーがきちんと施錠されていない事に気付いた。

・ 北病棟の患者様が、管理棟1階に降りていた。

⑦物品紛失事故 ・作業棟のボールペンが1本見当たらず、作業を早退した○○様の私物から発見した。

・ 患者様が、他者から文句を言われ易怒的となり、コップを投げつけようとした

　がスタッフ介入にて他者への粗暴行為とならなかった。

・ 患者様が、他の患者様を叩こうとしている所を発見し、制止した。

・ 患者様が、他の患者様を蹴ろうとしている所を発見し、制止した。

・異食のある患者様の部屋にディスポの手袋が落ちていた。

・ おしぼりを口の中にいれていた。

・毛布のタグを口の中にいれてモグモグさせていた。

・ 服薬自己管理中の患者様が、昼食後に夕食後を持参。スタッフが確認時に気付いた。

・夜、眠っている時、酸素カニューレを患者様が触っていて外れそうになっていた。

⑩その他

インシデント事例

⑤窒息

⑥離院

⑧暴力行為

①注射

⑨異食

②与薬

④転倒・転落


